第２７回（その２）　府政情報室会議の概要
日　時：平成２１年１１月１２日（木）
議　題：（その２）
　　　　・議題１　府政情報室の平成22年度当初予算要求の状況

　17:10～17:21

　　　　・議題２　広報予算について　　　　　　　　　　　17:22～17:35
場　所：室長室

出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長
　　　　広報課参事

　　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課総括主査、

広報課総括主査
　　　　［広報課広報Ｇ］広報課課長補佐、広報課総括主査、広報課主査
＜議題１：府政情報室の平成22年度当初予算要求の状況＞

【広報課課長補佐】
　 午前中の資料から広報グループとして見直しを行った。府政だよりで発行回数を８回から６回
　へ、隔月の発行を想定して、４，３００万円余りの見直し額を出した。

【府政情報室長】

府政だよりは、なぜ部数の減を入れないのか。
【広報課主査】

額については、部数の減も含めた額としている。
【府政情報室長】

それならば、部数の減も書いておくべき。
【広報課課長補佐】

部数はどれだけ減らしたのか。

【広報課参事】

１回につき３４０万部を３１６万部に減らした。

【府政情報室長】

それを踏まえた上で４，３００万円の縮減なら、きちんと記載しておくべき。

＜議題２：広報予算について＞

【府政情報室長】

資料では、「事前相談・支援」となっているが、それだけではなく、企画段階から最後の執行まで行うのではないか。
【広報課課長補佐】

「了解」という言葉が必要と考える。
【府政情報室長】

　　責任を持つということで「了解」というのはわかるが、その言葉は資料には書けないだろう。

　　要求内容について、結局要求する項目は、紙媒体の撮影費と何か。また、要求額はいくらか。

【広報課課長補佐】

　　要求額は１１，８８６千円。

【府政情報室長】

まず、新規媒体にどのような情報を載せるのか。この資料のイメージどおり実施するならば、各部の単体の広報物のチェック業務は残るが、基本的に新規媒体に集約するという絵になっている。それと府政だよりの掲載から漏れる情報の受け皿になるというストーリである。

この新規媒体で扱う情報の中身として、どういうものがあるのか。例えば、Ａ市の教育委員会の情報誌では、小学生が切り口がイベントもあるし、教育委員会だけの施設に限らず、行きたくなるような情報が掲載されている。ただ、基本的には市の情報のみを掲載。問題は、府県の広報。府政だよりでもなく、ＨＰでもないという意味では位置づけはわかるが、では、年２回という限られた中で、見せ方以前に何を載せるのか。手に取ってもらう仕掛け作り、関心を呼ぶネタ、まず、見せ方の前にネタが大事。この情報誌のコンセプトは何か。
【広報課長】

　 コンセプトというよりも、コンテンツ。

【府政情報室長】

　　そう。コンテンツのコンセプトがはっきりしないと。

【広報課総括主査】

　　今考えているのは、大阪府元気マガジンの新媒体の企画。

【府政情報室長】

　　いや、情報というが、どのような府政情報を載せるのか。具体的に書かないと意味がない。こ
　　のようなアイデアで、なぜ数ページ要るか、何で年２回の発行なのかと、全てはそのことにつ
　　ながる。どれだけのボリュームを扱うのなら年２回必要とか、あるいは年５回は必要だとか、そ
　　の都度委託業者に考えてもらうでは、ダメ。今まで考えてきたことを書くべき。

【広報課総括主査】

　　記事になったこれが雑誌のイメージですという写真が必要ですか。

【府政情報室長】

　　府政だよりで掲載されないものを、この情報誌に集約して載せるのだろう。

【広報課総括主査】

　　集約するというコーナーが「大阪府インフォメーション」というページで。

【府政情報室長】

　　そうではなく、どういう情報を載せるのかということ。府政情報は多種多彩である。どのような切り口で掲載するのか。あるいは、切り口を絞らないのか。テーマを決めるのか、決めないのか。その情報誌を一言でいったら、どういうものか。どのような情報が手に入るのか。大阪府のプロジェクト情報か、窓口情報か、施設情報か、イベント情報なのか、そういったものが全くわからない。

【広報課総括主査】

　　情報誌前半の民間企画ということで、ターゲットが興味・関心のある情報を載せていきたい。

【府政情報室長】

　　何が関心のある情報なのか、そこを調べないと。ターゲットが興味・関心のある情報は、調べた結果、こういうことがわかった、だからこういう情報だというような資料が１ページぐらい要るのでは。それがないと、この情報誌になぜ予算をつける必要があるのか、何故、１，０００万円の税金を使うのかとなる。アイデアがあるのなら、それを書いて示してほしい。

【広報課総括主査】

　　どうしてこの情報を載せる必要があるのかを示せということですね。

【府政情報室長】

　　ひな型を作ったり、知恵を出さないといけない。そうでなくても、１，０００万円の新規要求は金額面だけでも非常に厳しいのに。

【広報課総括主査】

　　高すぎるということですか。

【府政情報室長】

　　なぜコンペなのか。説得するための材料が必要。

　　今までにないものを作ろうとするのなら、イメージやコンセプトをはっきりさせ、具体的にイメージを作って説得し、これなら民間媒体も参画してもいいという声が、あるのかないのかも含めてはっきりさせるべき。そして、費用についても、このような作業があるから、これだけ必要だとか、ほとんど職員が処理するとか、あるいは民間・市町村と協力しながら実施するので、この程度の費用負担で済むとか、全てつながっていくもの。そういった仕込みが必要。要求するには仕込みがあり、それを形にしていくという作業が必要。それが全く逆になっている。このままでは、府政だよりをそのまま存続させておけばいいと一蹴されてしまう。再度、考えた内容を具体的に示されたい。

（了）
